
広報　常陸大宮　　　　平成１８年３月号１２
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２
月　

日
、
野
口
小
学
校
を
会
場
に
、

２５

市
内
の
防
災
関
係
機
関
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

及
び
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
り
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
は
、
防
災
関
係
機

関
と
市
民
一
人
ひ
と
り
と
の
連
携
・
協
力

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
相
互

の
効
果
的
な
連
携
、
迅
速
な
活
動
を
め
ざ

し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
消
防
団
員
や
地
域

住
民
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
の
主
な
内
容

　

茨
城
県
地
方
に「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
」

の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
。
市
内
で
も
建

物
の
倒
壊
や
火
災
等
の
被
害
が
相
次
い
で

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
校
舎
へ
の
は

し
ご
に
よ
る
屋
内
進
入
訓
練
、
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
出
訓
練
、
火
災
が
発
生
し
た
校

舎
の
防
御
訓
練
及
び
延
焼
を
阻
止
す
る
た

め
の
中
継
訓
練
、
飛
火
警
戒
訓
練
等
を
、

地
元
御
前
山
消
防
団
員
及
び
、
大
宮
・
山

方
・
美
和
・
緒
川
消
防
団
員
が
応
援
部
隊

と
し
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

人
命
救
助
訓
練

　

火
災
に
よ
り

屋
上
に
取
り
残

さ
れ
た
職
員
の

救
出
の
た
め
、

県
防
災
航
空
隊

の
防
災
ヘ
リ
に

よ
る
つ
り
上
げ

救
助
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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非
常
炊
き
出
し
訓
練

　

野
口
女
性
防
火
ク
ラ
ブ　

人
の
協
力
に

１３

よ
り
２
０
０
人
分
の
非
常
食
が
作
ら
れ
ま

し
た
。

住
民
体
験
訓
練

　

消
防
署
員
の
指
導
の
も
と
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
水
バ
ケ
ツ
や
消

火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
、
天
ぷ
ら
油
火
災

を
想
定
し
た
消
火
訓
練
や
、
ス
モ
ー
ク
ハ

ウ
ス
に
よ
る
煙
体
験
の
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
応
急
手
当
の
講
習
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
常
陸
大
宮
保
健
所
管
内
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
主
催
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
太
田
市
、
常
陸
大
宮
市
、
那
珂
市
、

大
子
町
か
ら
出
品
さ
れ
た
白
菜
料
理
６
品

の
中
か
ら
、
山
方
舟
生
地
区
出
品
の
「 
冬 ふゆ

 
薔  
美 
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
う 
び

　

簡
単
で
低
カ
ロ
リ
ー
、
１
食
で
た
っ
ぷ

り
の
野
菜
が
と
れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
ぴ
っ
た
り
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
作
っ
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

◎ 
冬  
薔  
美 

ふ
ゆ 
そ
う 
び

（
冬
に
咲
く
バ

ラ
の
よ
う
に

見
た
目
に
も

美
し
い
料
理

で
す
）

善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意ををををををををををををををををををををををををををををををををあああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりががががががががががががががががががががががががががががががががととととととととととととととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううううううううううううう善意をありがとう
　美和消防団第一分団後援会（代表　相

田功様）から、道路改良工事により移
転となった消防器具置場の移転補償費
の 一 部
350万円
が常陸大
宮市に寄
付されま
した。
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２
月
４
日
、
御
前
山
市
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
と
し
て
「
ご
ぜ
ん
や
ま
人
権
の
つ
ど

い
」
が
１
６
０
人
の
参
加
者
の
も
と
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
女
優
の
石
井
め
ぐ
み
先
生
に

よ
る
「
や
さ
し
い
街
や
さ
し
い
人
」
と
題

し
た
講
演
会
が
あ
り
、
自
分
の
子
育
て
の

経
験
を
通
し
て
、
障
害
者
の
た
め
に
健
常

者
が
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
や

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

講
演
さ
れ
、
来
場
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
人
権
教
育
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
者
の
表
彰
や
小
中
学
生
に
よ
る
人
権
作

文
の
発
表
が
あ
り
、
人
権
に
関
す
る
意
識

を
高
め
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
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（
親
業
訓
練
研
修
講
座
）

　

こ
の
講
座
は
、
青
少
年
育
成
常
陸
大
宮

市
民
会
議
大
宮
支
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
親
と
子
の
二
方
通
行
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
と
方
法
を
学

び
、
子
ど
も
が
自
分
で
自
分
の
問
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
実
技
を
通

じ
て
学
ぶ
も
の
で
す
。
子
ど
も
に
問
題
行

動
が
起
こ
っ
た
場
合
、
親
は
、
そ
の
問
題

が
親
自
身
の
子
ど
も
と
の
接
し
方
が
悪
か
っ
た

り
、
親
と
し
て
の
行
動
が
効
果
的
で
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
場
合
が
多
い
こ
と
に
あ
ま

り
気
付
い
て
い
な
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

支
部
で
は
こ
の
講
座
を
年
間
事
業
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、
４
回
目
と
な
っ
た
今

年
は
２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
大
変
好
評
で
、
日
常
生

活
の
中
で
こ
の
技
法
を
実
践
し
、
子
ど
も

の
心
を
理
解
し
、
話
の
通
じ
合
う
親
子
関

係
を
築
い
て
い
る
な
ど
、
具
体
的
な
変
化

を
生
ん
で
い
る
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
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子
ど
も
に
関
わ
る
暗
い
事
件
が
多
数
発

生
し
、
子
ど
も
達
も
不
安
を
抱
い
て
い
る

中
、
子
ど
も
達
に
希
望
を
も
っ
て
力
強
く

こ
の
１
年
を
前
進
し
て
ほ
し
い
と
、
１
月

　

日
、
世
喜
小
学
校
で
教
育
講
演
会
が
開

２７催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
年
齢
別
の
部
で
優
勝
し
た
西
野
義
雄

先
生（
常
陸
太
田
市
）に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た

ち
は
、
西
野
さ

ん
不
屈
の
体
験

談
か
ら
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
大

切
さ
や
達
成
す

る
喜
び
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
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　お年玉付き年賀はがきの一等に木村拓弘さん（舟生）が当選し、
山方郵便局（根本定人局長）で賞品
が贈られました。
　木村さんによると、当選したのは
同僚からの年賀状で、「１等賞があ
たり驚いています。新年早々うれし
いことがあり、今年は最良の年にな
るのではと思っています。パソコン
は仕事と家族で使いたい」とのこと
でした。

��������
山方子育て支援センター

　山方子育て支援センター（山方保育所
内）では、地域の未就園児を持つ家庭を
対象に、週３回育児支援を行なっていま
す。その中では、保育園児との交流も大
切にしており、２月８日には、保育所で
行なわれた｢お店屋さんごっこ｣に参加し
ました。
　親子で作った品物も店先に並べられ、
年長さんの｢いらっしゃーい！ ｣の声に
誘われ、大きな紙袋を手に、目を輝かせ
てやりとりしながらお買い物を楽しみま
した。指輪や洋服をさっそく身につけご
満悦。たこ焼き屋さんでは、あつあつの
たこ焼きに舌鼓「おいしかった！」「楽し
かったね。」と満足そうでした。

▲親業訓練上級インストラクター
　中井喜美子先生（茨城大学講師）




